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北東アジア動向分析
中国（東北三省）
2003年後半の東北経済概況～回復後高水準を維持～

2003年１－９月期の中国経済は上半期（１－６月期）の

8.2％の経済成長率を上回る8.5％を記録した。４－６月期

に新型肺炎SARSの影響を受け、経済成長が一時伸び悩ん

だものの、後半に入ってからは好調な鉱工業生産と、高水

準を維持した固定資産投資、拡大する対外貿易に牽引され

る形で良好に推移した。2003年の対外貿易額は8,400億ド

ルを突破し、世界4位へとその地位を高めた。

東北三省経済も後半に入ってからの伸びが著しく、経済

成長率は全国水準を上回った。過去６年間にわたって、東

北各省の経済成長率は全国を上回る高い伸びを続けてお

り、近年の東北経済の回復が窺える。

遼寧省経済を牽引したのは、固定資産投資（１－11月

期：前年同期比26.5％増）、鉱工業生産（同18.2％増）であっ

た。SARS対策として、公共衛生インフラ施設建設向け投

資も拡大した。鉱工業部門では、機械、電子機器、医薬品、

建材などの産業の伸びが高かった。遼寧省が昨年実施した

「日本週間」、「韓国週間」、「台湾週間」などの効果が現れ、

対外経済面も良好であった。貿易では輸出市場の開拓が進

み、輸出品としては機械・電子産品やハイテク産品が大き

く伸びた。中でもソフトウェアの輸出の伸びは著しい。

１－11月期の貿易総額は前年同期比16.0％増、直接投資額

（実行ベース）は同38.2％増であった。

吉林省経済を牽引したのは、好調な鉱工業生産で、１－

11月期の伸び率は前年同期比19.5％増となった。特に、自

動車製造、石油加工、農産品加工といった三大支柱産業が

順調に伸びた。2003年１－11月期の全国の自動車販売台数

は391万台で、前年同期比31.3％増を記録した。この状況

を受け、2004年の生産台数は500万台を突破するものとみ

られおり、中国の自動車トップメーカーである吉林省の第

一汽車集団への期待も高まっている。また、対外貿易の伸

びも著しかった。１－11月期の輸出入総額の伸び率は前年

同期比62.9％で、青海省（99.0％）、新疆ウイグル族自治区

（75.1％）に次ぎ、第３位であった。

黒龍江省経済は１－９月期に10.1％の二桁成長となっ

た。固定資産投資は、磨盤山ダム供水、地方間道路建設、

太陽島風景名勝区総合整備プロジェクトの着工により、

１－11月期の伸びは前年同期比12.3％増となった。鉱工業

生産においては石油化学、機械製品、食品といった三大支

柱産業が好調で、鉱工業生産額の76.3％までその規模を拡

大している。対外貿易は、SARS蔓延を防ぐため、対ロ陸

上税関を一時閉鎖したことで伸び悩んだ時期もあったが、

後半に入ってから急速に回復した。特に、計算機関連部品

（１－11月期の前年同期比920％増）やトウモロコシ（同

162％増）を中心とする農産品の輸出が順調に伸びた。黒

龍江省の５大貿易相手国はロシア、日本、韓国、米国、ド

イツで、中でも対ロシア貿易額は全体の56％を占める規模

であった。

東北振興策への期待

2003年は、国務院温家宝首相が３度にわたって東北地域

を訪れ、「東北地域の従来工業基地の振興と西部開発戦略

は東西の両輪である」と発言するなど、今期政府の東北地

域を重視する姿勢に注目が集まった。

その後、10月に開催された中国共産党第16期中央委員会

第３次全体会議（第16期３中全会）では、東北振興プロジェ

クトが重要議題として取り上げられた。そして、このプロ

ジェクトの推進効率を図るため、国務院は西部開発におけ

る「西部地区開発指導小組弁公室」の設置を参考に、「東

北地区等従来工業基地調整改造工作指導小組弁公室（東北

室）」を設置している。

既に設備製造や原材料工業、農産品加工など東北の強み

を生かしたものを中心に投資総額610億元の100プロジェク

トが選ばれ、始動している。強力な政府支援を背景に国内

外の多くの企業がプロジェクトへの参画の意を示し、東北

各地でも積極的な誘致活動が繰り広げられている。2004年

は、「東北振興」をキーワードに、東北三省がさらに注目

を集める年となろう。

（ERINA調査研究部研究員　川村和美）

（注）前年同期比。
“－”はデータ未入手。
2003年１－11月のGDP成長率は１－９月期のもの。
2003年１－11月期の吉林省の社会消費品小売額伸び率は１－10月期の数値。

（出所）中国国家統計局、各省統計局、対外貿易経済合作部、各種新聞報道より作成。
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2001年
中国

7.3
8.9

12.1
10.1

226.0
6.8
8.2

遼寧
9.0
10.8
11.9
10.1
23.1
2.4
7.7

吉林
9.3

15.1
15.8
11.8

▲ 2.1
16.3
27.1

黒龍江
9.3
9.5
14.3
9.6
1.6
15.4
11.1

2002年
中国

8.0
10.2
16.1
8.8

304.0
22.3
21.2

遼寧
10.2
9.2
13.0
11.0
30.0
12.4
6.6

吉林
9.5
18.6
18.4
10.9

▲ 1.5
21.0
11.1

黒龍江
10.3
11.0
11.5
10.1

▲ 3.7
23.3
33.2

2003年1－6月
中国

8.2
16.2
32.8
8.0
45.0
34.0
44.5

遼寧
9.0

17.7
33.8
11.1
8.1

22.4
35.7

吉林
10.8
19.0
20.8
8.0

▲ 9.0
36.5

112.7

黒龍江
10.1
13.7
19.4
9.4

▲ 2.7
22.8
11.9

2003年1－11月
中国

8.5
16.8
29.6
8.9

197.5
32.9
39.1

遼寧
－

18.2
26.5

－
20.3
16.0
26.6

吉林
9.5

19.5
22.8
9.1

▲ 18.6
15.8
103.7

黒龍江
10.1
13.7
12.3

－
2.0
35.2
4.3


